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広島市公共事業再評価審議会 

再評価審議対象事業一覧表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事
業
種
別 

事 業 名 

事
業 
区
分 

事業箇所 
 

事業期間 
※１ 

再
評
価
理
由
※
２ 

一定期間が経過した理由等 

下
水
道
事
業 

三篠・観音地区
大規模雨水処理
施設整備事業 

国
庫
補
助
事
業 

西区福島町 
ニ丁目～ 
西区三篠町 
一丁目 

令和３年度 
～ 

令和１２年度 
② 

令和６年度に発生した道路陥没事故の影
響により、事業内容及び事業期間を変更す

る必要が生じたため。 

街
路
事
業 

都市計画道路 
畑口寺田線外１ 

国
庫 
補
助
事
業 

[畑口寺田線] 
佐伯区三宅 
四丁目 
～ 

佐伯区千同 
一丁目 

 
 [寿老地中地線] 

佐伯区三宅 
一丁目 
～ 

佐伯区三宅 
四丁目 

平成２７年度 
～ 

令和１０年度頃 
② 

用地取得交渉等に不測の時間を要したた
め。 

街
路
事
業 

都市計画道路 
駅前線 

国
庫
補
助
事
業 

佐伯区五日市町
大字昭和台 

～ 
佐伯区八幡東 

三丁目 

平成８年度 
～ 

令和１０年度頃 
④ 

用地取得交渉等に不測の時間を要したた
め。 

 

様式－１ 〔 記 入 例〕 

※１ 事業期間とは、事業費が予算化された年度から完成予定年度までとする。 

※２ ①：事業が予算化された後、５年間を経過した時点で未着工の事業 

   ②：事業が予算化された後、１０年間（国の個別補助制度を活用している事業については、５年間）を経過

した時点で継続中の事業 

   ③：事業費が予算化される前の準備・計画段階で５年間が経過した事業（大規模な国庫補助事業に限る。） 

   ④：再評価実施後、５年間（下水道事業については、１０年間）が経過した時点で継続中又は未着工の事業 

   ⑤：市長が特に必要と認める事業 
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再評価に係る資料 
 

資料２ 
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再評価に係る資料 

事業種別 

事 業 名 

下水道事業 

三篠・観音地区大規模雨水処理施設整備事業【国庫補助事業】 

 

事

業

の

概

要 

５ 事業概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作成案】 様式－３ 
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1 

 

再評価に係る資料 

事業種別 

事 業 名 

街路事業 

畑口寺田線外１【国庫補助事業】 

再評価理由 事業が予算化された後、１０年間を経過した時点で継続中の事業 

一定期間が経

過した理由等 
用地取得交渉等に不測の時間を要したため。 

 

事

業

の

概

要 

１ 事業の目的 

 

畑口寺田線外１は、佐伯区内における道路ネットワークの強化や沿道の良好な市街地形成を

促進する路線であり、当該地域の発展や廿日市市との連携機能を強化するとともに、災害時に

おける避難路の確保や隣接する小学校の安全な通学路を確保する重要な路線である。 

 

２ 事業箇所 

畑口寺田線：佐伯区三宅四丁目～佐伯区千同一丁目 

 

寿老地中地線：佐伯区三宅一丁目～佐伯区三宅四丁目 

  

３ 事業の内容 

路 線 名：都市計画道路 畑口寺田線 

延 長：Ｌ＝６００ｍ 

幅  員：Ｗ＝１８ｍ 

事業内容：用地取得、道路新設工事 

     用地取得面積Ａ＝約９，７００㎡（件数Ｎ＝３５件） 

 

路 線 名：都市計画道路 寿老地中地線 

延 長：Ｌ＝２８０ｍ 

幅  員：Ｗ＝１６ｍ 

事業内容：用地取得、道路新設工事 

用地取得面積Ａ＝約７，３００㎡（件数Ｎ＝２５件） 

 

 

４ 予定事業期間及び総事業費 

 

 当初計画 
今回 

（令和７年度） 

事業化年度 
平成２７年度 

(事業認可) 
--- 

予定期間 
平成２７年度 

～令和８年度 

平成２７年度 

～令和１０年度頃 

全体事業費 ３３億円 ３３億円 

各時点での 

事業進ちょく率  

（事業費ﾍﾞｰｽ） 

０％ ５９．７％ 

備   考   

あ 

【作成案】 様式－３ 
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再評価に係る資料 

事業種別 

事 業 名 

街路事業 

畑口寺田線外１【国庫補助事業】 

 

事

業

の

概

要 

 

 

 

 

 

 

【作成案】 様式－３ 

（畑口寺田線）    単位：ｍ 

 

５ 事業概要図 

 

廿日市市 

美鈴園団地 

日の木団地 

東観音台団地 

観音台団地 

JR 五日市駅 

寿老地中地線 

L=280m 

W= 16m 

畑口寺田線 

L=600m 

W= 18m 

18.0 

4.5 4.5

ｍ 

6.0

ｍ 

1.5

ｍ 

1.5.

0 

（寿老地中地線）   単位：ｍ 

 

 
16.0 

3.5 3.5

ｍ 

6.0

ｍ 

1.5

ｍ 

1.5.

0 
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再評価に係る資料 

事業種別 

事 業 名 

街路事業 

畑口寺田線外１【国庫補助事業】 

 

再 

評 

価 

の 

視 

点 

①
事
業
を
巡
る
社
会
情
勢
等
の
変
化 

１ 道路の整備状況 

本市の都市計画道路の整備率は、令和６年度末で７８．８％である。 

 

２ 社会経済情勢・地域情勢の変化 

本事業箇所の北側に位置する畑口寺田線（１工区）については、佐伯区内の道路ネット

ワークの強化や主要地方道五日市筒賀線の慢性的な交通渋滞の緩和を目的として、平成２

２年度に整備を完了した。 

また、隣接する廿日市市においても当該路線の整備を推進しており、令和３年度には一

部区間が開通したことから、本市と廿日市市のアクセス向上が期待されている。 

②
事
業
の
投
資
効
果 

１ 費用便益分析 

 

道路整備に要する費用 道路整備による効果 

総費用 

＝整備期間＋５０年 

総事業費           33.0 億円 

残りの整備に必要な事業費   15.6 億円 

→現在価値換算事業費 (13.4)32.4 億円 

①事業費       (13.4)32.4 億円 

②維持管理費     ( 0.3) 0.3 億円 

総費用（Ｃ）①＋②＝（13.7)32.7 億円 

総便益 

 ＝供用開始＋５０年間 

 

①走行時間短縮便益    (49.3)49.3 億円 

②走行経費減少便益    ( 0.0) 0.0 億円 

③交通事故減少便益   ( 0.8) 0.8 億円 

総便益（Ｂ） 

①＋②＋③＝     (50.1)50.1 億円 

（残事業） 事業全体 〔社会的割引率〕 

費用便益分析の結果 費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝ （３．７）  １．５   〔４％〕 

                 ＜参考＞  （５．８）   ２．６    〔２％〕 

（８．０）   ３．７    〔１％〕 

※「費用便益分析マニュアル」（国土交通省 道路局 都市局 令和７年８月）に基づき算出 

※ 基準年次：令和７年 

 

○感度分析の結果 

・残事業について交通量及び事業費が±１０％変動した場合、事業期間が±２０％の

場合の感度分析を実施した結果は次のとおりである。 

項目 
費用便益比（Ｂ／Ｃ） 

１０％（事業期間は＋２０％）の場合 －１０％（事業期間は－２０％）の場合 

交通量変動 ４．０ ３．３ 

事業費変動 ３．３ ４．１ 

事業期間変動 ３．５ ３．８ 

 

○評価結果の投資効率性の観点からの取り扱い 

・事業全体及び残事業とも総便益が総費用を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

【作成案】 様式－３ 
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再評価に係る資料 

事業種別 

事 業 名 

街路事業 

畑口寺田線外１【国庫補助事業】 

再 

評 

価 

の 

視 

点 

②
事
業
の
投
資
効
果 

２ 事業の効果や必要性を評価するための指標 

再評価実施時点による主な評価指標該当項目（別紙「客観的評価指標」参照） 

○活力 

〔円滑なモビリティの確保〕 

・当該路線の整備により、主要地方道五日市筒賀線の慢性的な交通渋滞の緩和や災害

時における避難路の確保、隣接する小学校の通学路の安全性向上等が期待できる。 

年間渋滞損失時間（R22）〔万人・時間／年〕 
削減率（C/A） 

整備なし（A） 整備あり（B） 削減量（C＝A-B） 

４９４．０ ４９０．６ ３．５ 約０．７％ 

〔都市の再生〕 

・地区内の交通の円滑化や安全な生活環境の改善が図られる。 

・市街地の都市計画道路網密度が向上する。 

〔個性ある地域の形成〕 

・平和記念都市として建設することを目的とする「広島平和記念都市建設法」による

「広島平和記念都市建設計画」に基づき整備を図る。 

 

  ○安全 

〔安全な生活環境の確保〕 

   ・歩行者と自転車が輻輳する幅員の狭い生活道路が小学校の通学路に指定されてい

る。当該路線の整備により、生活道路からの自動車交通の転換が促進されるとともに、

新たに整備されることにより通学路の安全性の向上が期待できる。 

〔災害への備え〕 

   ・広島市地域防災計画において、広域避難路〔畑口寺田線、寿老地中地線〕として指

定されており、本市の防災計画上、不可欠な路線である。 

 

○環境 

〔地球環境の保全〕 

    対象路線の供用による影響を受ける区間において、対象路線の整備により削減され

る自動車からのＣＯ２は次のとおりである。 

削減される自動車からのＣＯ２（R22） １，４５２t-CO2/年 

（参考）CO2 排出削減便益 

炭素Ｃ排出削減量 ３９６．０t-C/年  

貨幣換算原単位 １０，６００円/t-C 

ＣＯ2 排出量削減便益 ４１９．８万円/年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作成案】 様式－３ 
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再評価に係る資料 

事業種別 

事 業 名 

街路事業 

畑口寺田線外１【国庫補助事業】 

再 

評 

価 

の 

視 

点 

③
事
業
の
進
捗
状
況 

１ 事業の経過 

昭和３２年３月  都市計画決定 

平成２７年度   補助事業採択 

事業認可取得（畑口寺田線、寿老地中地線 H27.6.22～R9.3.31） 

         用地取得着手 

 令和４年度    工事着手 

 

２ 事業の進捗率 

  

区分 畑口寺田線外１ 

事業予定期間 平成２７年度～令和１０年度頃 

全体事業費 ３３億円 

～R6年度末執行済額（見込みを含む）  １９．７億円 

進捗状況（R6年度末） ５９．７％（事業費ベース） 

 

３ 残事業の内容 

 用地取得、道路新設工事 

 

④
事
業
の
進
捗
の
見
込
み 

１ 今後の事業進捗の見通し 

  本路線の用地取得率は面積ベースで約６割となっており、令和４年度からは道路新設工

事を行うなど、順次整備を行っているところである。今後も引き続き残りの用地取得や工

事を行う。 

 

⑤
コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案
立
案
等
の
可
能
性 

１ コスト縮減の可能性 

道路新設工事における効率的な施工の計画や、建設副産物の発生抑制及び再生材利用等

により、コスト縮減に努める。 

 

２ 代替案立案等の可能性 

当路線は、佐伯区内における道路ネットワークの強化や沿道の良好な市街地形成を促進

する路線であり、当該地域の発展や廿日市市との連携機能の強化を促進するとともに、災

害時における避難路の確保や隣接する小学校の安全な通学路を確保する路線であり、早期

の完成を地区住民も期待している。 

また、用地の取得率は本年３月末時点で約６割であり、残る用地取得も鋭意進めている。 

以上のことから、現計画のもと事業を進めていくことが適当である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作成案】 様式－３ 
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再評価に係る資料 

事業種別 

事 業 名 

街路事業 

畑口寺田線外１【国庫補助事業】 

 

対

応
方
針(

案)
 

１ 対応方針(案) 

  事業継続 

 

２ 対応方針(案)の理由と今後の方針 

畑口寺田線外１は、佐伯区内における道路ネットワークの強化や沿道の良好な市街地形成を

促進する路線であり、当該地域の発展や廿日市市との連携機能の強化を促進するとともに、災

害時における避難路の確保や隣接する小学校の安全な通学路を確保する重要な路線である。 

これまでに約６割の用地取得を終えており、令和４年度からは一部道路新設工事を行うな

ど、確実に事業を推進している。 

以上のことから、引き続き事業を推進する。 

 

 

【作成案】 様式－３ 
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L=977m

W = 14m

JR

6.03.5 0.50.5 3.5

14.0

20



 
 

 
 

   
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

  
 

 
  

 

 
 

  
      

  
 

 

 
 

 
     

 
 

  

21



 
 

 
 

   
 

 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

  
 

 
 

                 
         

              
                    

                  
            

 
  
 

                
                
                

 
                   

   
         

                          
        

    
  

 
  

 

  
  

   
   
   

 
 

 
 

  
 

 
 

 
  

                 
    

 
  

 
 

 

  

22



 
 

 
 

   
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
           

     
      

      
     

 
 

 

 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

23



 
 

 
 

   
 

 

 

  
   
   

     
                           
           

                    
                    
    
    
                    
    
                    

                    
                      
 

  
  

  
  

  
    

    
 

  
  
 

 

  

 
 

 
 

 
 

 

 

  

 
 

  

 

 
 

 

  

24



 
 

 
 

   
 

 

 
 

  

    
   
 

    

 

 
 

 
 

  

25



 

 
  

  

 
  
  
  

 
 

     

    
   

   
 

 
 

 
 

 
       

 
 

 
 

 

  
        
        

 
  
  
 

 
 

 
  
  
       

 
   

  
  
  
           
     
        

       
 

 
 

   
  
  
  
  
  
  

 
 

  
  
  
  
  
 

 
 

 

26



 

 
       

  
 

 
 

                
 

 
 

 
 
 

 

  
 

 

 
  

  
 

     

 
            

       
       

 
  

 
 

 
 

 
  

 
 

 
  
    
  
  

       
 
 

     
     
 

 
  

  
 

 
 

  
  

   
 
 

27


